
　

11
月
５
日（
火
）か
ら
、
本
人
が
手
続

き
す
る
と
、
住
民
票
な
ど
に
旧
姓
（
旧

氏
）
を
１
人
に
つ
き
１
つ
併
記
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

持�

参
す
る
も
の　

▽
併
記
し
た
い
旧
姓

が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
か
ら
現
在

の
戸
籍
ま
で
の
全
て
の
戸
籍
謄
本　

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド

◎
旧
姓
の
印
鑑
登
録
も
で
き
ま
す

　

住
民
票
に
旧
姓
が
併
記
さ
れ
た
人
の

印
鑑
登
録
証
明
書
に
は
旧
姓
が
併
記
さ

れ
、
旧
姓
の
印
鑑
で
も
登
録
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
登
録
で

き
る
印
鑑
は
１
人
に
つ
き
１
個
で
す
。

持
参
す
る
も
の　

▽
登
録
す
る
旧
姓
の

印
鑑　

▽
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書

類
ま
た
は
登
録
者
本
人
で
あ
る
こ
と

を
保
証
す
る
保
証
書
と
健
康
保
険
証

※
保
証
書
は
印
鑑
登
録
申
請
書
の
裏
面

に
あ
り
ま
す
。
保
証
人
に
な
れ
る
の
は
、

府
中
市
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
（
☎

　

４
３-

７
１
２
７
）
ま
た
は
上
下
支
所

　

市
民
生
活
係
（
☎
６
２-
２
１
１
４
）

　

子
ど
も
・
若
者
は
、
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ

り
、
未
来
を
担
う
大
切
な
存
在
で
す
。

夢
や
希
望
を
豊
か
に
育
み
、
心
身
と
も

に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
国
民

全
員
の
願
い
で
す
。

　

内
閣
府
は
、
11
月
を
全
国
子
供
・
若

者
育
成
支
援
強
調
月
間
と
位
置
付
け
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
活
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
府
中
市
で
も
、
街
頭
啓

発
や
関
連
行
事
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
重
点
項
目
を
中
心
に
推
進　

▽
子
供
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の

　
促
進

▽
子
供
を
犯
罪
や
有
害
環
境
な
ど
か
ら

　
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

▽
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

▽
子
供
の
貧
困
対
策
の
推
進 

▽
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の
支
援

▽
あ
い
さ
つ
・
声
掛
け
街
頭
啓
発
活
動

　
の
実
施

問
い
合
わ
せ
先　

青
少
年
育
成
府
中
市

　

民
会
議
（
府
中
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー
内
・
☎
４
１-

８
９
７
７
）

本
人
の
申
請
で

住
民
票
に
旧
姓
が

併
記
で
き
ま
す

国
民
年
金
の

気
に
な
る
こ
と

伸
び
よ
う

伸
ば
そ
う�

青
少
年

11
月
は
全
国
子
供
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は
年
金
の
日
で
す

問い合わせ先　

▽備後府中年金事務所
　（☎４１-７４２１）

▽市役所市民課
　（☎４３-７１２９）

▽上下支所市民生活係
　（☎６２-２１１４）

Ａ１　国民年金は、全ての公的年金の基礎年金として、20歳以上60歳未満
の全ての人が加入します。国民年金しか加入したことがない人は基礎年金
だけを受け取り、会社員など他の公的年金にも加入した人は、さらに他の
年金分も併せて受け取ります。

Ａ３　ねんきんネットで、いつでも自分の年金記録を確認できるほか、自
分の年金記録を基に、受け取るパターン別に将来の年金受給見込額を試算
することもできます。
　ねんきんネットについては、日本年金機構のホームページで
確認するか、年金事務所に問い合わせてください。

Ａ２　経済的理由で納付が困難なときは、猶予・免除する制度があります。
保険料の未納があると、受け取り時、年金が減額になる場合や受け取れな
い場合があります。まずは相談してください。

国民年金って、会社員にも関係あるの？

年金記録や将来の年金受給見込額はどうなっているの？

国民年金保険料の納付が難しいが、どうしよう…。

Ｑ1

Ｑ2

Ｑ3

第１号被保険者
（自営業者、学生、
無職の人など）

第２号被保険者
（会社員、公務員）

第３号被保険者
（会社員、公務員に扶養
されている配偶者）

加入届け
出先

居住する市町の国民
年金担当窓口

勤務先 配偶者の勤務先

保険料の
納付方法

納付書や口座振替など 給与などからの支払い
配偶者が加入している年
金制度が負担

備考
令和元年度保険料
…月額16,410円

配偶者の死亡時、遺族厚
生年金などが受け取れます

ゆ
っ
ぴ
ー
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